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政
府
は
一
月
二
十
九
日
、
平
成

二
十
五
年
度
政
府
予
算
案
を
閣
議

決
定
し
た
。
そ
の
う
ち
「
私
立
高

等
学
校
等
経
常
費
助
成
費
等
補

助
」
は
前
年
度
比
十
九
億
円
（
一

・
九
％
）
増
の
一
千
二
十
二
億
一

千
四
百
万
円
と
な
っ
た
。

「
私
立
高
等
学
校
等
経
常
費
助

成
費
等
補
助
」
一
千
二
十
二
億
一

千
四
百
万
円
の
内
訳
は
、
一
般
補

助
が
八
百
八
十
九
億
四
千
七
百
万

円
、
教
育
改
革
推
進
特
別
経
費
等

の
特
別
補
助
が
百
六
億
三
千
六
百

万
円
、
特
定
教
育
方
法
支
援
事
業

が
二
十
六
億
三
千
百
万
円
。

特
別
補
助
で
は
、
い
じ
め
問
題

等
に
対
応
し
教
育
相
談
体
制
の
整

備
を
行
う
取
り
組
み
や
、
教
育
の

国
際
化
を
推
進
す
る
取
り
組
み
へ

の
支
援
拡
充
、
特
別
支
援
教
育
に

係
る
活
動
の
充
実
に
対
す
る
補
助

の
創
設
を
行
う
。

ま
た
、
一
般
補
助
の
生
徒
等
一

人
当
た
り
単
価
は
幼
稚
園
か
ら
高

校
ま
で
で
前
年
度
比
〇
・
七
％
増

額
し
て
い
る
。

「
私
立
高
等
学
校
等
の
施
設
整

備
費
に
対
す
る
補
助
」
は
一
億
六

千
八
百
七
十
七
万
七
千
円
。
こ
れ

に
復
興
特
別
会
計
分
四
十
五
億
五

千
八
百
四
万
九
千
円
を
加
え
る
と

前
年
度
比
三
・
二
％
減
の
約
四
十

七
億
二
千
七
百
万
円
と
な
る
。

こ
れ
は
、
私
立
高
校
等
の
施
設

の
高
機
能
化
や
防
災
機
能
強
化
、

エ
コ
キ
ャ
ン
パ
ス
推
進
を
目
的
と

し
た
も
の
で
、
耐
震
補
強
に
関
し

て
は
平
成
二
十
七
年
度
ま
で
補
助

対
象
事
業
費
の
上
限
を
外
す
。
そ

の
ほ
か
の
事
業
で
は
補
助
対
象
事

業
費
の
下
限
額
の
緩
和
を
行
う
。

「
私
立
高
等
学
校
等
Ｉ
Ｔ
教
育
設

備
整
備
推
進
事
業
」
は
一
億
四
千

七
百
万
円
で
前
年
度
比
八
〇
・
〇

％
の
減
額
。「
私
立
学
校
施
設
高

度
化
推
進
事
業
費
補
助
」
は
前
年

度
比
六
・
二
％
減
の
十
九
億
六
千

八
百
万
円
。

施
設
・
設
備
関
係
の
補
助
金
が

前
年
度
に
比
べ
大
幅
に
減
額
さ
れ

て
い
る
の
は
、
経
済
対
策
と
し
て

二
十
四
年
度
補
正
予
算
で
施
設
設

備
関
係
補
助
が
大
幅
増
額
さ
れ
た

た
め
。「
私
立
学
校
教
員
研
修
費

等
補
助
（
日
本
私
学
教
育
研
究
所

研
究
事
業
費
等
補
助
）」
は
、
前

年
度
と
同
額
の
一
千
九
百
三
十
万

二
千
円
と
な
っ
た
。
同
研
究
所
が

実
施
す
る
初
任
者
研
修
事
業
と
経

験
者
研
修
事
業
、
研
究
事
業
の
費

用
の
一
部
を
国
が
補
助
す
る
も

の
。一

方
、
政
府
の
平
成
二
十
四
年

度
補
正
予
算
は
、
二
月
二
十
六
日

に
参
議
院
で
可
決
、
成
立
し
て
い

る
。
私
学
関
係
予
算
額
は
総
額
で

約
四
百
五
十
五
億
円
に
も
上
る
。

こ
の
う
ち
「
私
立
高
校
等
の
施

設
整
備
費
に
対
す
る
補
助
」
は
四

十
九
億
二
千
七
百
万
円
。「
私
立

高
等
学
校
等
Ｉ
Ｔ
教
育
設
備
整
備

推
進
事
業
」
は
十
九
億
八
千
四
百

万
円
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か

私
立
学
校
も
対
象
と
な
る
理
科
教

育
設
備
整
備
費
等
補
助
百
億
円
が

計
上
さ
れ
た
。
こ
れ
は
公
私
立
の

小
中
学
校
、
中
等
教
育
学
校
前
期

課
程
、
特
別
支
援
学
校
小
・
中
学

部
に
お
け
る
理
科
教
育
設
備
整
備

を
支
援
す
る
も
の
。
補
助
率
は
二

分
の
一
（
沖
縄
県
は
四
分
の
三
）。

第
七
期
中
央
教
育
審
議
会
が
発

足
し
、
二
月
二
十
七
日
に
は
東
京

・
虎
ノ
門
の
東
海
大
学
校
友
会
館

で
第
七
期
初
の
総
会
が
開
か
れ

た
。
第
七
期
の
委
員
は
三
十
人
。

本
連
合
会
の
吉
田
晋
会
長
（
富
士

見
丘
中
学
高
校
長
）
が
委
員
に
任

命
さ
れ
た
。
二
月
十
五
日
発
令
、

任
期
は
二
年
間
。
今
後
、
分
科
会

や
部
会
等
に
属
し
、
教
育
改
革
論

議
を
続
け
て
い
く
。

平
成
二
十
五
年
度
の
私
立
高
校

等
経
常
費
助
成
に
係
る
地
方
交
付

税
措
置
案
が
こ
の
ほ
ど
内
定
し

た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
地
方
交
付

税
に
よ
る
財
源
措
置
額
は
前
年
度

比
一
・
二
％
、
六
十
五
億
円
増
の

五
千
六
百
十
四
億
円
。
こ
の
中
に

は
私
立
高
校
生
徒
授
業
料
軽
減
費

分
百
十
億
円
が
含
ま
れ
て
お
り
、

前
年
度
と
比
べ
る
と
、
二
二
・
二

％
、
二
十
億
円
の
増
額
と
な
っ
た
。

地
方
交
付
税
措
置
と
私
立
高
等

学
校
等
経
常
費
助
成
費
補
助
（
国

庫
補
助
）
を
合
わ
せ
た
私
立
高
校

等
に
対
す
る
財
源
計
画
全
体
は
、

前
年
度
比
八
十
一
億
七
千
六
百
万

円
（
一
・
二
％
）
増
の
六
千
六
百

三
十
六
億
一
千
四
百
万
円
。

日
本
私
立
中
学
高
等
学
校
連
合
会
発
行

東
京
都
千
代
田
区
九
段
北
四
丁
目
二
番
二
五
号

（
私
学
会
館
内
）
郵
便
番
号
一
〇
二
�
〇
〇
七
三

電
話

〇
三
（
三
二
六
二
）
二
八
二
八
・
一
六
一
五

購
読
料
は
一
年
で
三
千
円
（
会
費
に
含
め
て
徴
収
）

主な内容
平
成
２５
年
度
私
学
関
係
予
算
案
等
…
２
・
３
面

第
５
回
と
第
６
回
常
任
理
事
会
…
…
…
４
面

各
地
で
私
学
振
興
大
会
…
…
…
…
…
…
７
面

日
私
教
研
だ
よ
り
…
…
…
…
…
…
…
…
８
面

私立高校等
関係政府予算

平

成

２５
年
度

経
常
費
補
助
、約
１
０
２
２
億
円

２４
年
度

補
正
で

施
設
設
備
補
助
大
幅
増

地方交付税措置
案も明らかに

前
年
度
比

１.２
％
増
の
５
６
１
４
億
円

私
立
高
校

生
徒
授
業
料
軽
減
費
分
１１０
億
円

吉
田
本
連
合
会
長
が
中
教
審
委
員
に
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主な内容
松
本
総
務
大
臣
を
表
敬
訪
問�

２
面

私
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
基
金�

３
面

令
和
６
年
度
事
業
計
画
決
ま
る�

４
・
５
面

日
私
教
研
だ
よ
り�

８
面

（� ）

吉
田
晋
・
現
会
長
を
再
任

第
19
回
常
任
理
事
会
・
第
191
回
理
事
会
、第
164
回
評
議
員
会
開
催

令
和
６
年
度
事
業
計
画
等
を
決
め
る

　

本
連
合
会
は
、
３
月
12
日
に
東 

京
・
市
ヶ
谷
の
私
学
会
館
で
第
１ 

９
１
回
理
事
会
お
よ
び
第
１
６
４

回
評
議
員
会
を
開
催
し
、
令
和
６ 

・
７
年
度
会
長
の
選
任
を
行
っ

た
。
第
１
９
１
回
理
事
会
で
は
、

令
和
６
・
７
年
度
会
長
選
任
を
審

議
し
、
そ
の
結
果
、
吉
田
晋
現
会

長
を
選
任
す
る
こ
と
が
承
認
さ

れ
、
続
く
第
１
６
４
回
評
議
員
会

で
、
吉
田
会
長
の
再
任
が
全
会
一

致
で
承
認
さ
れ
た
。

　

吉
田
会
長
か
ら
は
、「
中
高
連

は
都
道
府
県
私
学
協
会
の
連
合
体

の
組
織
で
あ
り
、
全
国
が
一
丸
と

な
っ
て
国
の
私
学
助
成
予
算
や
教

育
制
度
に
関
す
る
法
令
改
正
等
に

私
立
中
学
高
等
学
校
が
取
り
巻
く

様
々
な
問
題
に
率
先
し
て
対
応
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今

後
も
有
益
な
情
報
を
全
国
の
私
学

協
会
や
加
盟
校
に
迅
速
に
提
供

し
、
都
道
府
県
私
学
協
会
が
直
面

し
て
い
る
課
題
を
解
決
す
る
た
め

の
基
盤
づ
く
り
を
使
命
と
し
て
取

り
組
み
た
い
。
未
来
の
日
本
の
社

会
を
担
う
子
供
た
ち
の
た
め
引
き

続
き
の
ご
支
援
ご
協
力
を
願
い
た

い
」
と
挨
拶
が
あ
っ
た
。

　

本
連
合
会
は
３
月
12
日
、
東
京 

・
市
ヶ
谷
の
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ

谷
で
第
19
回
常
任
理
事
会
・
第

１
９
１
回
理
事
会
（
合
同
会
議
）

に
引
き
続
き
第
１
６
４
回
評
議
員

会
を
開
催
し
た
。
常
任
理
事
会
・

理
事
会
で
は
、
令
和
６
・
７
年
度

の
会
長
選
任
が
議
案
と
さ
れ
た
た

め
、
議
長
は
吉
田
会
長
に
代
わ

り
、
山
中
副
会
長
（
中
国
地
区
副

会
長
広
島
県
・
学
校
法
人
山
中
学

園
、
如
水
館
中
学
高
等
学
校
学
園

長
）
が
務
め
、
報
告
・
審
議
が
行

わ
れ
た
。
１
月
15
日
に
開
催
し
た

令
和
６
・
７
年
度
会
長
候
補
者
選

衡
委
員
会
に
つ
い
て
、
近
藤
委
員

長
が
全
国
９
地
区
か
ら
選
出
さ
れ

た
選
衡
委
員
に
よ
り
審
議
し
た
結

果
、
全
会
一
致
で
吉
田
現
会
長
を

令
和
６
・
７
年
度
会
長
候
補
者
に

決
定
し
た
こ
と
を
報
告
し
、
吉
田

会
長
の
選
任
を
諮
っ
た
と
こ
ろ
、

満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。
評
議

員
会
は
中
島
高
久
評
議
員
（
群
馬

県
・
明
和
県
央
高
等
学
校
校
長
）

と
吉
田
会
長
の
共
同
議
長
で
進
め

ら
れ
、
ま
ず
直
前
の
常
任
理
事

会
・
理
事
会
で
令
和
６
・
７
年
度

会
長
に
選
任
さ
れ
た
吉
田
晋
現
会

長
の
続
投
が
満
場
一
致
で
承
認
さ

れ
た
。

　

議
事
に
入
り
、
令
和
５
年
度
事

業
中
間
報
告
案
・
中
間
決
算
案
の

説
明
、
監
査
報
告
が
行
わ
れ
、原

案
通
り
承
認
さ
れ
た
。
ま
た
、
令

和
５
年
度
補
正
収
支
予
算
案
、
令

和
６
年
度
事
業
計
画
案
・
予
算
案

に
つ
い
て
も
、
審
議
の
結
果
い
ず

れ
も
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。
部

会
（
委
員
会
）
報
告
で
は
、
私
学

助
成
委
員
会
か
ら
令
和
６
年
度
都

道
府
県
当
初
予
算
に
お
け
る
経
常

費
助
成
の
生
徒
１
人
単
価
調
査
の

結
果
報
告
に
続
き
、
総
務
広
報
委

員
会
か
ら
は
、
令
和
５
年
10
月
23

日
に
発
生
し
た
体
育
館
の
火
災
で

被
害
が
生
じ
た
名
城
大
学
附
属
高

等
学
校
か
ら
災
害
見
舞
金
申
請
が

あ
り
受
理
し
た
こ
と
を
報
告
し

た
。
続
い
て
能
登
半
島
地
震
の
義

援
金
に
つ
い
て
、
能
登
半
島
地
震

の
被
災
状
況
調
査
結
果
、
義
援
金

の
納
入
状
況
、
義
援
金
を
基
に
し

た
被
災
生
徒
支
援
金
等
取
扱
内
規

案
等
に
つ
い
て
報
告
説
明
が
行
わ

れ
た
。
義
援
金
総
額
は
３
月
７
日

時
点
で
３
８
２
４
万
４
１
８
５

円
、
生
徒
の
人
的
被
害
・
住
居
の

状
況
に
つ
い
て
、
保
護
者
死
亡
が

１
名
、
住
居
の
全
壊
が
12
名
、
住

居
の
大
規
模
半
壊
が
16
名
、
住
居

の
半
壊
が
46
名
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

の
停
止
に
よ
る
自
宅
居
住
困
難
が

50
名
、
学
校
の
物
的
被
害
は
20
校

だ
っ
た
。
審
議
の
結
果
、
承
認
さ

れ
、
取
扱
内
規
に
基
づ
き
被
災
生

徒
支
援
金
や
学
校
へ
の
災
害
復
旧

支
援
金
が
令
和
５
年
度
内
を
目
途

に
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
他
事
務
局
規
程
等
の
見
直
し

が
報
告
さ
れ
た
。

３月12日の常任理事
会・理事会、評議員会

吉田晋会長



（2）私    学    時    報 令和６年３月31日第1273号 （第三種郵便物認可）

私
立
学
校
に
求
め
ら
れ
る
取
り
組

み
に
つ
い
て
」、
続
い
て
石
田
善

顕
・
初
等
中
等
教
育
局
特
別
支
援

教
育
課
長
か
ら
「
文
科
省
所
管
事

業
分
野
に
お
け
る
障
害
を
理
由
と

す
る
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す

団
法
人
デ
ジ
タ
ル
人
材
共
創
連
盟

か
ら
の
説
明
を
受
け
た
。

　

先
ず
、
文
科
省
総
合
教
育
政
策

局
の
安
里
賀
奈
子
・
男
女
共
同
参

画
共
生
社
会
学
習
・
安
全
課
長
か

ら
「
学
校
安
全
を
め
ぐ
る
状
況
と

　

本
連
合
会
は
２
月
13
日
、東
京
・

市
ヶ
谷
の
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
ヒ
ル

市
ヶ
谷
で
第
18
回
常
任
理
事
会
を

開
催
し
た
。
こ
の
日
は
私
立
中
高

が
直
面
す
る
懸
案
事
項
、
緊
急
課

題
等
に
つ
い
て
文
科
省
や
一
般
社

る
対
応
指
針
に
つ
い
て
」
資
料
を

基
に
説
明
を
受
け
た
。
こ
の
後
の

質
疑
応
答
の
中
で
、
教
育
現
場
で

は
障
害
を
理
由
と
し
て
入
学
を
拒

否
す
る
こ
と
は
出
来
ず
、
全
額
が

公
費
で
ま
か
な
わ
れ
る
公
立
に
比

し
て
、
私
立
で
は
、
例
え
ば
医
療

的
ケ
ア
が
必
要
な
場
合
に
看
護
師

を
配
置
で
き
る
３
分
の
１
補
助
は

あ
る
が
、
自
己
負
担
を
要
す
る
こ

と
か
ら
簡
単
に
対
応
で
き
な
い
等

の
実
情
が
報
告
さ
れ
、
予
算
措
置

の
増
額
要
望
等
が
出
さ
れ
る
な
ど

し
た
。

　

続
い
て
、
高
等
学
校
Ｄ
Ｘ
加
速

化
推
進
事
業
（
Ｄ
Ｘ
ハ
イ
ス
ク
ー

ル
）
に
つ
い
て
田
中
義
恭
・
初
等

中
等
教
育
局
参
事
官
（
高
等
学
校

担
当
）
か
ら
、
Ｄ
Ｘ
ハ
イ
ス
ク
ー

ル
の
申
請
等
に
つ
い
て
鹿
野
利

春
・
一
般
社
団
法
人
デ
ジ
タ
ル
人

材
共
創
連
盟
代
表
理
事
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
説
明
が
あ
り
、
田
中
参
事
官

か
ら
は
Ｄ
Ｘ
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
に
つ

い
て
、
令
和
５
年
度
補
正
予
算
の

単
年
度
事
業
で
１
校
１
０
０
０
万

円
１
０
０
％
の
補
助
事
業
で
あ
る

の
で
私
立
学
校
も
奮
っ
て
申
請
さ

れ
た
い
と
の
要
請
が
あ
っ
た
。

　

議
事
で
は
、
吉
田
会
長
が
議
長

と
な
り
部
会
（
委
員
会
）
報
告
等

が
行
わ
れ
、
群
馬
県
の
高
崎
健
康

福
祉
大
学
高
崎
高
校
と
秋
田
県
の

聖
霊
女
子
短
期
大
学
附
属
高
校
か

ら
の
私
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
基
金
へ

の
災
害
見
舞
金
の
申
請
が
行
わ
れ

た
こ
と
の
報
告
や
、
事
務
局
規
程

等
の
見
直
し
に
つ
い
て
説
明
等
が

行
わ
れ
た
。

私立高等学校等に対する国庫補助金・地方交付税単価の推移（単位：円）

区　　分 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

高等学校

（全定）

国庫補助金 56,223 56,729 57,410 57,927 58,448

地方交付税
284,700 288,100 292,500 296,100 299,700

12,800 12,800 12,800 12,800 12,800

計 340,923 344,829 349,910 354,027 358,148

中学校

国庫補助金 49,210 49,653 50,249 50,701 51,157

地方交付税
284,100 287,500 291,900 295,400 298,900

- - 3,000 3,000 1,900

計 333,310 337,153 342,149 346,101 350,057

小学校

国庫補助金 47,660 48,089 48,666 49,104 49,546

地方交付税
284,100 287,500 291,900 295,400 298,900

- - 3,000 3,000 1,900

計 331,760 335,589 340,566 344,504 348,446

幼稚園

国庫補助金 24,212 24,478 24,698 24,920 25,144

地方交付税 165,800 168,100 170,100 172,100 174,200

計 190,012 192,578 194,798 197,020 199,344

高等学校

（広域以外

の通信制）

国庫補助金 17,187 17,342 17,342 17,498 17,655

地方交付税 62,000 62,740 62,740 63,490 64,250

計 79,187 80,082 80,082 80,988 81,905

　

令
和
６
年
度
の
私
立
高
等
学
校

等
の
経
常
費
助
成
に
係
る
財
源
計

画
が
こ
の
ほ
ど
決
定
し
た
。

　

文
部
科
学
省
の
私
立
高
等
学
校

等
経
常
費
助
成
費
等
補
助
（
国
庫

補
助
）
と
総
務
省
の
地
方
交
付
税

措
置
に
よ
る
財
源
措
置
は
、
都
道

府
県
が
行
う
私
学
助
成
の
財
源
と

な
る
（
東
京
都
は
地
方
交
付
税
措

置
な
し
）。
下
表
に
あ
る
よ
う
に
、

生
徒
等
１
人
当
た
り
単
価
の
国
庫

補
助
金
と
地
方
交
付
税
の
合
計
額

は
、
私
立
高
等
学
校
（
全
日
制
・

定
時
制
）
で
35
万
８
１
４
８
円
、

私
立
中
学
校
で
35
万
57
円
と
な

り
、
前
年
度
と
比
べ
て
私
立
高
等

学
校
は
４
１
２
１
円（
１
・
２
％
）、

私
立
中
学
校
は
３
９
５
６
円（
１
・

１
％
）
増
額
し
、
過
去
最
高
額
と

な
っ
た
。

　

今
後
は
各
都
道
府
県
が
国
の
財

源
計
画
を
上
回
る
私
学
助
成
を
実

施
し
て
い
く
か
が
重
要
と
な
る
。

＊１．国庫補助金単価は一般補助分（加算分を含まない額）である。２．「地方交付税」下段
は、私立高等学校生徒授業料等支援分（高等学校（全・定）、私立小中学校家計急変世帯支援
分（小学校・中学校）であり計には含まない。３．このほかに授業目的公衆送信補償金補助分、
幼稚園関係補助分について地方交付税措置。

　

本
連
合
会
の
吉
田
晋
会
長
と
摺

河
祐
彦
常
任
理
事
は
令
和
６
年
１

月
11
日
、
総
務
省
に
松
本
剛
明
大

臣
を
表
敬
訪
問
し
た
。

　

松
本
大
臣
は
令
和
５
年
12
月
14

日
に
就
任
し
た
が
、
令
和
４
年
11

月
～
令
和
５
年
９
月
も
総
務
大
臣

を
務
め
て
お
り
、
２
度
目
の
大
臣

就
任
と
な
る
。
吉
田
会
長
は
、
松

本
大
臣
と
こ
れ
か
ら
の
日
本
の
教

育
の
課
題
や
私
立
高
等
学
校
等
の

あ
り
方
等
に
つ
い
て
意
見
交
換
を

行
う
と
と
も
に
、
私
立
高
等
学
校

等
へ
の
地
方
交
付
税
措
置
の
拡
充

と
教
育
環
境
整
備
へ
の
支
援
を
要

請
し
た
。

左から松本大臣、
吉田会長、摺河常任理事

第
18
回
常
任
理
事
会
を
開
催

財
源
計
画
が
決
定

吉
田
会
長
ら
が
松
本
総
務
大
臣
を
表
敬
訪
問

Ｄ
Ｘ
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
事
業
に
つ
い
て
申
請
等
で
文
科
省
が
説
明

経
常
費
助
成

に
　
係
　
る
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け
を
１
月
以
降
総
務
省
に
行
っ
て

い
る
こ
と
、
生
徒
収
容
委
員
会
か

ら
「
令
和
５
年
度
公
私
立
高
等
学

校
協
議
会
に
関
す
る
諸
問
題
の
調

査
（
速
報
）」
に
つ
い
て
の
説
明
、

総
務
広
報
委
員
会
か
ら
能
登
半
島

地
震
で
被
災
し
た
石
川
・
新
潟
・

富
山
・
福
井
の
４
県
を
除
く
43
都

道
府
県
私
学
協
会
に
私
学
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
基
金
の
義
援
金
の
募
集
と

そ
の
取
り
ま
と
め
を
依
頼
し
た
こ

と
の
報
告
が
行
わ
れ
、
改
め
て
支

援
を
要
請
し
た
。

出
席
役
員
等
に

よ
る
活
発
な
質

疑
応
答
・
意
見

要
望
等
が
行
わ

れ
た
。

　

そ
の
後
吉
田

会
長
を
議
長
に

議
事
が
進
め
ら

れ
、
私
学
助
成

委
員
会
か
ら
吉

田
会
長
が
、
令

和
６
年
度
の
地

方
交
付
税
単
価
の
増
額
の
働
き
か

料
を
基
に
説
明
報
告
が
行
わ
れ
、

家
屋
が
倒
壊
し
避
難
生
活
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
生
徒
へ
の
支
援
金
を

迅
速
に
贈
呈
す
る
基
礎
資
料
を
作

成
す
る
た
め
、
２
月
に
は
被
災
４

県
（
石
川
県
・
新
潟
県
・
富
山
県
・

福
井
県
）
の
私
学
協
会
を
経
由
し

て
各
学
校
へ
人
的
・
物
的
被
害
状

況
調
査
へ
の
協
力
を
依
頼
し
た
。

　

こ
の
調
査
結
果
を
踏
ま
え
、
義

援
金
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
必
要

な
事
項
を
定
め
た
「
令
和
６
年
能

登
半
島
地
震
に
お
け
る
被
災
生

徒
支
援
金
等
取
扱
内
規
（
案
）」

　

本
連
合
会
は
、
令
和
６
年
１
月

１
日
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震

に
対
し
て
被
災
４
県
（
石
川
県
・

新
潟
県
・
富
山
県
・
福
井
県
）
を

除
く
4７
都
道
府
県
私
学
協
会
を
経

由
し
て
加
盟
校
へ
「
私
学
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
基
金
令
和
６
年
能
登
半
島

地
震
災
害
義
援
金
」
の
募
集
を
開

始
し
、
そ
の
結
果
、
全
国
６
２
０

校
を
は
じ
め
、
私
学
協
会
、
保
護

者
会
か
ら
５
８
７
１
万
円
の
義
援

金
が
寄
せ
ら
れ
た
。（
３
月
31
日

現
在
）。ま
た
、こ
の
地
震
に
よ
り
、

を
作
成
、
３
月
12
日
開
催
の
第

１
６
４
回
評
議
員
会
で
承
認
さ
れ

た
。
主
な
内
容
と
し
て
は
、
避
難

生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
生
徒
に

は
「
被
災
生
徒
支
援
金
」
と
し
て
、

全
壊
お
よ
び
大
規
模
半
壊
は
1０
万

円
、
半
壊
は
５
万
円
、
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
停
止
に
よ
る
自
宅
居
住
困
難

は
５
万
円
を
贈
呈
す
る
こ
と
、
保

護
者
を
亡
く
し
た
生
徒
に
は
「
被

災
生
徒
修
学
支
援
金
」
と
し
て

3０
万
円（
両
親
の
場
合
は
6０
万
円
）

を
支
給
す
る
。

　

学
校
施
設
等
に
被
害
が
遭
っ

た
学
校
に
対
し
て
は
、「
災
害

復
旧
支
援
金
」
と
し
て
、
一
律

１
０
０
万
円
を
贈
呈
す
る
。

　

３
月
26
日
に
は
、
同
取
扱
内
規

に
基
づ
き
、
被
災
校
が
無
か
っ
た

福
井
県
を
除
く
石
川
県
・
新
潟

県
・
富
山
県
の
私
学
協
会
を
経
由

し
て
、
学
校
施
設
等
に
被
害
が
生

じ
た
私
立
中
学
高
等
学
校
へ
「
災

害
復
旧
支
援
金
」
と
し
て
一
律

１
０
０
万
円
を
贈
呈
し
た
。ま
た
、

同
日
、「
被
災
生
徒
支
援
金
」や「
被

災
生
徒
修
学
支
援
金
」
の
申
請
を

該
当
校
へ
依
頼
し
た
。

改
革
の
動
向
に
つ
い
て
」、
④
望

月
禎
・
総
合
教
育
政
策
局
長
か
ら

同
局
の
所
管
事
業
等
に
つ
い
て
と

題
し
、
特
別
免
許
状
の
今
後
の
方

向
性
、
児
童
生
徒
等
に
性
暴
力
を

行
っ
た
教
員
に
対
す
る
厳
正
な
対

応
等
に
つ
い
て
、
文
科
省
の
４
つ

の
部
局
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
詳
細
な
資

月
１
日
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地

震
の
犠
牲
者
へ
の
黙
祷
が
捧
げ
ら

れ
た
後
、
吉
田
会
長
は
開
会
の
挨

拶
の
中
で
「
本
連
合
会
の
私
学
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
基
金
で
義
援
金
を
募

り
、
私
学
の
生
徒
の
気
持
ち
を
、

被
害
を
受
け
た
私
学
の
生
徒
に
直

接
届
け
た
い
」
と
述
べ
協
力
を
要

請
し
た
。

　

続
い
て
、
①
寺
門
成
真
・
高
等

教
育
局
私
学
部
長
か
ら
「
私
立
学

校
を
巡
る
諸
情
勢
に
つ
い
て
」
と

題
し
、
令
和
５
年
度
私
学
関
係
補

正
予
算
、
令
和
６
年
度
政
府
予
算

案
・
税
制
改
正
と
、
私
立
学
校
法

改
正
を
受
け
て
政
省
令
の
改
正
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て
、
②
矢
野

和
彦
・
初
等
中
等
教
育
局
長
か

ら
「
初
等
中
等
教
育
施
策
の
動
向

等
に
つ
い
て
」
と
題
し
、
高
等
学

校
等
就
学
支
援
金
、
高
等
学
校
改

革
（
高
校
Ｄ
Ｘ
）、
い
じ
め
対
策
・

不
登
校
児
童
生
徒
へ
の
支
援
等
に

つ
い
て
、
③
池
田
貴
城
・
高
等
教

育
局
長
か
ら
「
大
学
入
学
者
選
抜

　

本
連
合
会
は
１
月
16
日
、東
京
・

市
ヶ
谷
の
私
学
会
館
で
第
1７
回
常

任
理
事
会
と
令
和
５
年
度
第
２
回

協
会
長
・
事
務
局
長
会
議
を
合
同

で
開
催
し
た
。
開
会
に
先
立
ち
１寺門私学部長矢野初中教育局長池田高等教育局長望月総合教育政策局長

第 17回常任理事会／令和５年度
第２回協会長・事務局長会議

私
学
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
基
金

能
登
半
島
地
震
の
被
災
生
徒
支
援

な
ど
説
明

文
部
科
学
省
局
長
ら
が
予
算
案

第
17
回
常
任
理
事
会
、令
和
５
年
度
第
２
回
協
会
長
・
事
務
局
長
会
議
開
催
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度
等
だ
け
で
は
十
分
に
カ
バ
ー
さ

れ
な
い
保
護
者
負
担
を
更
に
軽
減

す
る
た
め
、
私
立
学
校
生
徒
の
保

護
者
を
対
象
と
し
た
教
育
費
減
税

制
度
の
創
設
を
図
る
。　

　

５
．
私
立
中
学
校
の
私
学
助
成

に
関
す
る
対
策

　

・
私
立
中
学
校
等
生
徒
の
保
護

者
の
負
担
を
軽
減
し
、
生
徒
た
ち

の
学
校
選
択
の
自
由
を
実
現
す
る

た
め
、
私
立
中
学
校
等
就
学
支
援

金
制
度
の
創
設
に
向
け
た
対
策
を

講
じ
る
。

　

・
学
校
設
置
者
別
の
公
費
支
出

額
の
格
差
是
正
の
た
め
、
私
立
中

学
校
等
の
義
務
教
育
に
対
す
る
公

費
支
出
額
の
拡
充
を
図
る
。

県
格
差
の
是
正
を
図
る
。

　

⑶
公
費
支
出
額
の
格
差
是
正
対

策
　

・
都
道
府
県
の
公
私
立
学
校
に

対
す
る
公
費
支
出
額
の
格
差
是
正

を
図
る
。

　

４
．
私
立
学
校
関
係
税
制
に
関

す
る
対
策

　

⑴
学
校
法
人
に
対
す
る
税
制
に

関
す
る
対
策

　

・
学
校
法
人
の
財
政
基
盤
を
強

化
す
る
た
め
、
学
校
法
人
に
対
す

る
寄
付
税
制
な
ど
税
制
上
の
優
遇

措
置
の
拡
充
を
図
る
。

　

⑵
保
護
者
に
対
す
る
税
制
に
関

す
る
対
策

　

・
高
等
学
校
等
就
学
支
援
金
制

　

・
都
道
府
県
の
私
学
助
成
状
況

に
つ
い
て
調
査
を
実
施
し
、
報
告

書
を
作
成
す
る
。

　

・
加
盟
団
体
が
主
催
す
る
私
学

助
成
等
の
拡
充
を
目
的
と
す
る
私

学
振
興
大
会
あ
る
い
は
私
学
振
興

に
資
す
る
年
次
事
業
を
積
極
的
に

支
援
す
る
た
め
、
運
営
に
要
す
る

経
費
に
対
し
補
助
金
を
交
付
す

る
。

　

・
私
立
学
校
の
振
興
に
必
要
な

都
道
府
県
に
よ
る
財
源
の
確
保
を

支
援
す
る
。

　

⑵
私
立
高
等
学
校
等
就
学
支
援

金
等
の
格
差
是
正
対
策

　

・
私
立
高
等
学
校
等
生
徒
へ
の

就
学
支
援
金
等
に
お
け
る
都
道
府

私
立
学
校
教
育
の
振
興
に
必
要
な

補
助
の
増
額
を
図
る
。　

　

３
．
都
道
府
県
の
私
学
助
成
に

関
す
る
対
策

　

⑴
都
道
府
県
の
私
学
助
成
対
策

　

・
都
道
府
県
に
お
け
る
私
立
中

学
高
等
学
校
等
の
生
徒
１
人
当
た

り
単
価
を
早
期
に
把
握
す
る
た

め
、
当
初
予
算
に
お
け
る
生
徒
１

人
当
た
り
単
価
の
調
査
を
実
施
す

る
。

　

・
全
国
の
私
立
中
学
高
等
学
校

等
関
係
者
、
保
護
者
等
が
一
丸
と

な
っ
て
、
令
和
７
年
度
私
立
中
学

高
等
学
校
等
関
係
政
府
予
算
の
拡

充
等
に
つ
い
て
文
教
関
係
の
国
会

議
員
に
対
し
要
望
す
る
た
め
、「
令

和
６
年
度
私
学
振
興
全
国
大
会
」

を
開
催
す
る
。

　

⑶
全
私
学
連
合
と
の
連
携

　

・
私
立
学
校
の
振
興
・
発
展
に

資
す
る
私
学
助
成
の
拡
充
を
図
る

た
め
、
全
私
学
連
合
と
連
携
を
図

る
。　

　

２
．
私
学
助
成
に
係
る
地
方
交

付
税
に
よ
る
財
源
措
置
に
関
す
る

対
策

　

・
私
立
中
学
高
等
学
校
等
に
係

る
地
方
交
付
税
措
置
の
拡
充
の
た

め
、
普
通
交
付
税
単
価
の
増
額
を

図
る
。

　

・
私
立
高
等
学
校
生
徒
授
業
料

等
支
援
分
、
私
立
小
中
学
校
家
計

急
変
世
帯
支
援
分
、
授
業
目
的
公

衆
送
信
補
償
金
補
助
分
、
そ
の
他

　

日
本
私
立
中
学
高
等
学
校
連
合

会
は
、
加
盟
団
体
相
互
の
連
携
協

力
に
よ
っ
て
私
立
中
学
校
、
高
等

学
校
及
び
中
等
教
育
学
校
の
振
興

を
図
る
た
め
、
会
則
第
５
条
に
定

め
る
「
事
業
」
に
基
づ
き
、
令
和

６
年
度
に
以
下
の
事
業
を
行
う
。   

 

Ⅰ
．
私
学
助
成
に
関
す

 

る
事
業

　

１
．
私
立
学
校
関
係
国
庫
補
助

に
関
す
る
対
策

　

⑴
令
和
７
年
度
私
立
高
等
学
校

等
関
係
政
府
予
算
対
策

　

・
令
和
７
年
度
私
立
高
等
学
校

等
関
係
政
府
予
算
の
拡
充
に
向
け

て
、
経
常
費
助
成
費
等
補
助
の
拡

充
を
は
じ
め
、
保
護
者
の
負
担
軽

減
、
学
校
施
設
・
設
備
の
整
備
補

助
の
拡
充
、
公
私
・
都
道
府
県
の

格
差
是
正
等
の
全
国
的
な
要
望
活

動
を
行
う
。

　

⑵
「
令
和
６
年
度
私
学
振
興
全

国
大
会
」
の
開
催

令
和
６
年
度
事
業
計
画

日
本
私
立
中
学
高
等
学
校
連
合
会

私
学
振
興
全
国

大
会
開
催
な
ど

私
学
助
成
の
拡
充
等
を
図
る

教
育
制
度
改
正

な
ど
に
対
し
て

必
要
に
応
じ
意
見
表
明
な
ど
行
う

 

Ⅱ
．
教
育
制
度
に
関
す

 

る
事
業

　

１
．私
立
学
校
に
関
す
る
法
令
、

教
育
制
度
等
に
関
す
る
対
策

　

私
立
学
校
に
関
わ
る
法
令
や
教

育
制
度
等
の
ほ
か
政
府
の
こ
ど

も
・
子
育
て
政
策
や
規
制
改
革
等

に
つ
い
て
の
情
報
を
収
集
し
、
加

盟
団
体
な
ど
関
係
者
間
で
情
報
を

共
有
す
る
と
と
も
に
、
必
要
に
応

じ
て
意
見
表
明
等
を
行
う
。

　

２
．
高
等
学
校
教
育
の
あ
り
方

に
関
す
る
対
策

　

こ
れ
か
ら
の
高
等
学
校
教
育
の

あ
り
方
に
つ
い
て
、
私
立
学
校
の

自
主
性
・
独
自
性
を
担
保
し
、
教

育
の
質
の
確
保
・
向
上
を
図
る
た

め
、
全
日
制
・
定
時
制
・
通
信
制

の
あ
り
方
や
学
習
指
導
要
領
の
見

直
し
、
教
員
免
許
制
度
を
は
じ
め

と
し
た
論
点
に
つ
い
て
情
報
を
収

集
し
、
加
盟
団
体
な
ど
関
係
者
間

で
情
報
を
共
有
す
る
と
と
も
に
、

必
要
に
応
じ
て
意
見
表
明
等
を
行

う
。

　

３
．
大
学
入
学
者
選
抜
の
あ
り

方
へ
の
対
策

　

こ
れ
か
ら
の
大
学
入
学
者
選
抜

の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
高
等
学
校

教
育
と
の
連
携
を
は
じ
め
と
し
た

論
点
に
関
す
る
情
報
を
収
集
し
、

必
要
に
応
じ
て
、
意
見
表
明
等
を

行
う
。
ま
た
、
新
学
習
指
導
要
領

に
対
応
し
た
令
和
７
年
度
大
学
入

学
者
選
抜
に
関
す
る
情
報
を
加
盟

団
体
な
ど
関
係
者
間
で
共
有
す

る
。

　

４
．
通
信
制
高
等
学
校
の
あ
り
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⑵
そ
の
他
、
必
要
に
応
じ
て
加

盟
団
体
等
と
情
報
共
有
・
連
絡
提

携
を
行
う
。　
　

　

２
．
関
係
諸
団
体
と
の
連
絡
提

携
　

全
国
私
立
学
校
審
議
会
連
合

会
、
全
国
私
立
工
業
高
等
学
校
長

会
、
全
国
私
立
看
護
高
等
学
校
協

会
、
全
国
私
立
高
等
学
校
定
時
制

連
絡
協
議
会
、
日
本
私
立
小
学
校

中
学
校
高
等
学
校
保
護
者
会
連
合

会
、
全
国
私
学
退
職
金
団
体
連
合

会
、
日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済

事
業
団
、
一
般
財
団
法
人
私
学
研

修
福
祉
会
、
全
国
私
学
振
興
会
連

合
会
、
全
私
学
連
合
、
そ
の
他
国

内
外
の
教
育
関
係
団
体
と
連
絡
提

携
を
図
る
。

　

一
般
財
団
法
人
日
本
私
学
教
育

研
究
所
の
運
営
及
び
同
研
究
所
が

行
う
学
校
教
育
及
び
学
校
経
営
に

関
す
る
調
査
・
研
究
事
業
並
び
に

教
職
員
の
資
質
向
上
の
た
め
の
研

修
事
業
に
対
し
て
必
要
な
支
援
を

行
う
。

　

１
．
加
盟
団
体
と
の
連
絡
提
携

　

⑴
会
議
の
開
催

　

・
会
務
執
行
上
の
重
要
事
項
の

審
議
決
定
及
び
私
学
行
政
に
関
す

る
情
報
等
を
加
盟
団
体
間
で
共
有

す
る
た
め
、
各
地
区
・
各
加
盟
団

体
の
代
表
者
及
び
事
務
局
長
等
か

ら
構
成
さ
れ
る
会
議
を
以
下
の
と

お
り
開
催
す
る
。

　

①
理
事
会　

年
２
回
開
催
（
５

月
・
３
月
）

　

②
評
議
員
会　

年
２
回
開
催

（
５
月
・
３
月
）

　

③
常
任
理
事
会　

年
間
計
画
に

基
づ
い
て
開
催

　

④
監
事
会　

年
２
回
開
催

   

⑤
正
副
会
長
会　

年
間
計
画
に

基
づ
い
て
開
催

　

⑥
運
営
役
員
会　

年
間
計
画
に

基
づ
い
て
開
催

　

⑦
部
会
（
委
員
会
）　

必
要
に

応
じ
て
開
催

　

⑧
理
事
・
監
事
・
評
議
員
・
事

務
局
長
会
議　

年
１
回
開
催
（
１１

月
）

　

⑨
都
道
府
県
私
学
協
会
長
・
事

務
局
長
会
議　

年
２
回
開
催
（
９

月
・
１
月
）

　

⑩
そ
の
他
の
会
議　

必
要
に
応

じ
て
開
催

報
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
。

　

３
．
マ
ス
コ
ミ
等
へ
の
情
報
発

信
　

・
本
連
合
会
の
活
動
に
対
す
る

理
解
促
進
を
図
る
た
め
、
マ
ス
コ

ミ
等
へ
の
資
料
提
供
・
情
報
交
換

等
を
行
う
。

報
提
供

　

・
会
議
資
料
等
の
掲
載
を
行

い
、
加
盟
団
体
と
情
報
の
共
有
を

図
る
。

　

・
効
果
的
な
広
報
活
動
を
行

う
た
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
を
含
め
、
今
後
の
広

　

・
全
国
の
私
立
中
学
高
等
学
校

名
簿
を
作
成
し
、
教
育
関
係
者
等

に
広
く
活
用
し
て
も
ら
う
。

　

２
．
生
徒
収
容
に
関
す
る
調
査

研
究
及
び
対
策

　

⑴
私
立
中
学
高
等
学
校
等
の
入

学
者
数
の
早
期
把
握

　

・
新
年
度
の
生
徒
数
の
動
向
を

早
期
に
把
握
す
る
た
め
、
私
立
中

学
高
等
学
校
等
の
在
籍
生
徒
数
の

調
査
を
実
施
す
る
。

　

⑵
公
私
立
高
等
学
校
協
議
会
に

つ
い
て
の
対
策

　

・
公
私
立
高
等
学
校
協
議
会
の

運
営
及
び
課
題
等
の
情
報
を
加
盟

団
体
と
共
有
す
る
た
め
、
調
査
を

実
施
し
、
報
告
書
を
作
成
す
る
。

　

・
生
徒
収
容
及
び
公
私
立
高
等

学
校
協
議
会
等
に
関
す
る
課
題
を

共
有
し
、
検
討
す
る
た
め
、
全
国

生
徒
収
容
対
策
会
議
を
開
催
し
、

必
要
に
応
じ
て
意
見
表
明
等
を
行

う
。　

 

Ⅳ
．
広
報
事
業

　

１
．
機
関
紙
「
私
学
時
報
」
の

発
行

　

・
全
私
学
新
聞
と
の
共
同
編
集

に
よ
り
発
行
す
る
。　
　

　

２
．
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
情

方
に
関
す
る
対
策

　

通
信
制
高
等
学
校
の
質
の
確

保
・
向
上
を
図
る
た
め
、
全
国
私

立
学
校
審
議
会
連
合
会
と
連
携
・

協
力
し
て
所
轄
庁
等
に
お
け
る
課

題
を
整
理
し
、
加
盟
団
体
な
ど
関

係
者
間
で
情
報
を
共
有
す
る
と
と

も
に
、
必
要
に
応
じ
て
意
見
表
明

等
を
行
う
。

　

５
．
そ
の
他
の
教
育
制
度
に
関

す
る
対
策

　

こ
れ
か
ら
の
学
校
教
育
の
あ
り

方
や
、
公
私
の
役
割
分
担
な
ど
私

立
学
校
の
運
営
に
関
し
た
諸
問
題

に
つ
い
て
検
討
を
行
う
と
と
も

に
、
必
要
に
応
じ
て
意
見
表
明
等

を
行
う
。

 

Ⅲ
．
調
査
研
究
事
業

　

１
．
加
盟
団
体
及
び
加
盟
校
に

関
す
る
基
礎
資
料
の
収
集

　

⑴
私
立
中
学
高
等
学
校
実
態
調

査
の
実
施

　

・
全
国
の
私
立
中
学
高
等
学
校

等
を
対
象
に
、
私
立
中
学
高
等
学

校
実
態
調
査
を
実
施
し
、
集
計
結

果
は
教
育
関
係
者
等
に
広
く
活
用

し
て
も
ら
う
。

　

⑵
全
国
私
立
中
学
高
等
学
校
名

簿
の
作
成

 

Ⅴ
．
そ
の
他
の
事
業

　

１
．
会
長
表
彰
状
の
贈
呈

　

・
加
盟
団
体
に
所
属
す
る
私
立

中
学
高
等
学
校
等
の
優
秀
卒
業
生

に
対
し
会
長
名
に
よ
る
表
彰
状
の

贈
呈
を
行
う
。

　

２
．
各
種
保
険
に
関
す
る
事
業

　

・
私
立
学
校
及
び
学
校
法
人
の

運
営
に
資
す
る
た
め
、
本
連
合
会

が
団
体
契
約
し
て
い
る
私
立
学
校

賠
償
責
任
保
険
、
私
立
学
校
ス

ク
ー
ル
プ
ロ
テ
ク
タ
ー
保
険
、
学

校
法
人
役
員
賠
償
責
任
保
険
等
の

事
業
を
行
う
。

　

３
．
私
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
基
金

事
業

　

・
会
員
で
あ
る
国
内
の
私
立
中

学
高
等
学
校
等
が
災
害
等
で
被
害

を
受
け
た
際
に
復
旧
支
援
を
行
う

た
め
の
活
動
を
行
う
。　

　

４
．
事
務
局
の
環
境
整
備
の
促

進
　

・
本
連
合
会
の
事
務
処
理
等
の

迅
速
化
を
図
る
た
め
、
事
務
局
の

環
境
整
備
を
進
め
る
。

　

・
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
（
私

学
会
館
）
の
建
て
替
え
等
を
見
据

え
、
事
務
局
の
運
営
に
必
要
な
準

備
を
行
う
。

私
学
　  

基
金
事
業
を
実
施

ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア

私
学
教
育
研
究
所
へ
支
援

Ⅵ
．
加
盟
団
体
及
び

関
係
諸
団
体
と
の

連
絡
提
携

Ⅶ
．
一
般
財
団
法
人

日
本
私
学
教
育
研
究
所

へ
の
支
援
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が
完
了
し
て
お
り
、
公
私
に
よ
っ

て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
に
大
き
な
差
が
生

じ
て
い
る
現
状
を
指
摘
し
た
。

　

そ
の
上
で
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整

備
は
デ
ジ
タ
ル
人
材
育
成
に
お
け

る
必
須
条
件
で
あ
り
、
公
私
の
別

な
く
子
供
達
が
学
習
に
取
り
組
め

る
よ
う
、
普
通
教
室
に
お
け
る
Ｌ

Ａ
Ｎ
整
備
や
児
童
生
徒
が
解
答
す

る
際
に
利
用
す
る
キ
ー
ボ
ー
ド
等

を
含
め
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備

に
対
す
る
補
助
の
拡
充
強
化
や
、

端
末
購
入
に
係
る
家
庭
の
経
済
的

負
担
軽
減
を
図
る
な
ど
の
対
策
を

講
じ
る
よ
う
求
め
た
。

に
よ
る
入
試
秩
序
の
乱
れ
を
是
正

す
る
こ
と
、
全
日
制
高
等
学
校
の

教
育
課
程
の
在
り
方
に
つ
い
て
検

討
す
る
こ
と
な
ど
を
求
め
た
。

庁
に
お
い
て
適
切
に
策
定
さ
れ
る

よ
う
、
文
科
省
と
し
て
支
援
体
制

を
構
築
す
る
こ
と
、
広
域
通
信
制

高
等
学
校
の
生
徒
募
集
の
早
期
化

に
公
教
育
機
関
と
し
て
相
応
し
い

か
否
か
を
検
証
す
る
と
と
も
に
、

現
行
の
「
定
通
振
興
法
」
を
改
正

し
、
通
信
制
課
程
の
み
に
適
用
さ

れ
て
い
る
特
例
措
置
の
見
直
し
を

求
め
た
。
ま
た
、
広
域
通
信
制
高

等
学
校
の
設
置
認
可
基
準
が
多
く

の
都
道
府
県
で
策
定
さ
れ
て
お
ら

ず
、
他
県
の
広
域
通
信
制
高
等
学

校
が
、
自
県
に
通
信
教
育
連
携
協

力
施
設
を
設
置
す
る
際
に
参
酌
す

る
基
準
が
な
い
こ
と
か
ら
、
所
轄

い
る
。高
等
学
校
通
信
制
課
程
は
、

勤
労
青
年
に
高
等
学
校
教
育
の
機

会
を
広
く
提
供
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
制
度
化
さ
れ
た
が
、
近
年

で
は
不
登
校
等
の
課
題
を
抱
え
る

生
徒
の
受
け
皿
に
な
る
な
ど
、
制

度
の
前
提
が
大
き
く
変
化
し
、
一

部
で
不
適
切
な
学
校
運
営
や
教
育

活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
現
状
を
受
け
て
、
要

望
書
で
は
、
広
域
通
信
制
高
等
学

校
で
行
わ
れ
て
い
る
教
育
が
、
真

　

全
国
私
立
学
校
審
議
会
連
合
会

（
近
藤
彰
郎
会
長
）は
、
３
月
27
日

付
で
「
広
域
通
信
制
高
等
学
校
に

関
す
る
問
題
の
改
善
等
に
つ
い
て
」

と
題
す
る
要
望
書
を
、
文
部
科
学

省
の
盛
山
正
仁
大
臣
な
ど
の
政
務

三
役
を
は
じ
め
、事
務
次
官
、初
等

中
等
教
育
局
長
等
に
提
出
し
た
。

　

同
連
合
会
は
、
こ
れ
ま
で
20
年

以
上
に
わ
た
っ
て
、
文
部
科
学
省

に
対
し
て
広
域
通
信
制
高
等
学
校

に
関
す
る
問
題
の
改
善
を
求
め
て

　

政
府
は
毎
年
３
月
を
自
殺
対
策

強
化
月
間
と
位
置
付
け
、
関
係
府

省
庁
や
自
治
体
、
関
係
団
体
が
連

携
し
て
集
中
的
な
啓
発
活
動
を
実

施
し
て
い
る
。
そ
れ
で
も
令
和
５

年
の
自
殺
者
数
（
暫
定
値
）
は
２ 

万
１
８
１
８
人
を
数
え
、
う
ち
小

中
高
校
生
の
自
殺
者
数
は
５
０
７

人
に
上
り
、
い
ず
れ
も
高
い
水
準

と
な
っ
て
い
る
。
昨
年
の
自
殺
対

策
強
化
月
間
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
相

談
事
業
や
啓
発
活
動
等
が
行
わ

れ
、
ま
た
今
年
２
月
27
日
に
は
武

見
厚
労
大
臣
、
盛
山
文
科
大
臣
、

加
藤
こ
ど
も
政
策
担
当
大
臣
の
３

大
臣
が
連
名
で
、
保
護
者
に
対
し

て
子
供
の
態
度
に
現
れ
る
微
妙
な

サ
イ
ン
を
で
き
る
限
り
受
け
止

め
、
子
供
の
不
安
や
悩
み
の
声
に

耳
を
傾
け

ほ
し
い
な

ど
と
呼
び

か
け
て
い

る
。

　

今
後
の
中
学
校
、
高
等
学
校
の

在
り
方
に
つ
い
て
審
議
を
進
め
て

い
る
中
央
教
育
審
議
会
初
等
中
等

教
育
分
科
会
内
に
設
置
さ
れ
て
い

る
「
義
務
教
育
の
在
り
方
ワ
ー
キ

ン
グ
グ
ル
ー
プ
」
と
「
高
等
学
校

教
育
の
在
り
方
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
」
の
う
ち
、
高
校
Ｗ
Ｇ
は

昨
年
８
月
24
日
開
催
の
第
９
回
Ｗ

Ｇ
で
中
間
報
告
案
を
了
承
、
そ
の

後
、
修
文
を
経
て
同
中
間
報
告
は

９
月
１
日
に
文
部
科
学
省
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
さ
れ
た
。

　

そ
の
中
間
報
告
で
は
、
少
子
化

が
加
速
す
る
地
域
に
お
け
る
遠
隔

授
業
に
お
け
る
対
面
授
業
に
係
る

要
件
の
弾
力
化
や
、
全
日
制
・
定

時
制
課
程
に
お
い
て
も
通
信
教
育

が
活
用
可
能
と
な
る
よ
う
な
制
度

改
正
、
ス
ク
ー
ル
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン

等
を
踏
ま
え
た
学
校
の
特
色
化
・

魅
力
化
、
全
日
制
・
定
時
制
課
程

に
お
け
る
不
登
校
生
徒
の
学
修
機

会
の
確
保
、
国
際
的
な
教
育
を
行

う
高
校
の
整
備
推
進
・
運
営
支
援
、

理
数
科
教
育
の
更
な
る
充
実
、
産

業
界
等
と
専
門
高
校
の
連
携
の
強

化
、
大
学
入
学
者
選
抜
の
改
善
、

公
立
の
通
信
制
高
校
等
の
機
能
強

化
、
学
校
間
連
携
等
の
促
進
等
を

提
言
、
具
体
化
が
進
め
ら
れ
つ
つ

あ
る
が
、
当
の
Ｗ
Ｇ
は
、
昨
年
８

月
以
降
、
今
年
１
月
23
日
に
第
10

回
Ｗ
Ｇ
を
開
い
た
だ
け
。
４
月
９

日
に
予
定
さ
れ
て
い
る
第
11
回
Ｗ

Ｇ
の
議
題
は
「
高
等
学
校
教
育
を

巡
る
最
近
の
動
向
」
で
、
中
間
ま

と
め
ま
で
と
比
べ
会
議
開
催
の
頻

度
が
低
下
気
味
だ
。

　

一
方
、
義
務
教
育
Ｗ
Ｇ
は
昨
年

12
月
11
日
に
中
間
ま
と
め
案
を
了

承
、
修
文
を
経
て
12
月
28
日
に
同

省
か
ら
公
表
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

中
で
は
人
間
性
を
涵
養
す
る
学
校

教
育
の
役
割
の
重
要
性
、
公
教
育

と
し
て
の
共
通
性
の
担
保
と
多
様

性
の
包
摂
、
児
童
生
徒
と
教
師
が

集
い
、
と
も
に
学
び
、
生
活
す
る

場
と
し
て
の
価
値
の
最
大
化
等
を

提
言
。

　

同
時
に
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し

た
学
び
の
充
実
の
重
要
性
も
指
摘

し
て
お
り
、
こ
う
し
た
方
向
性
が

次
期
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
等
に

つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
に
期
待
感

を
表
明
し
て
い
る
。

　

本
連
合
会
は
、
１
月
29
日
付
で

令
和
７
年
度
全
国
学
力
・
学
習
状

況
調
査
（
悉
皆
調
査
）
の
Ｃ
Ｂ
Ｔ

で
の
実
施
に
つ
い
て
、
文
部
科
学

省
に
意
見
書
を
提
出
し
た
。

　

意
見
書
で
は
、
校
内
ネ
ッ
ト
ワ 

ー
ク
環
境
に
一
時
的
に
ア
ク
セ
ス

が
集
中
し
、
Ｃ
Ｂ
Ｔ
が
実
施
で
き

な
い
可
能
性
な
ど
、
Ｃ
Ｂ
Ｔ
化
以

前
に
、
先
ず
は
参
加
校
に
お
い
て

発
生
す
る
可
能
性
が
高
い
課
題
を

整
理
す
る
よ
う
言
及
。
私
立
学
校 

に
お
け
る
児
童
生
徒
１
人
１
台
端 

末
の
整
備
状
況
に
つ
い
て
は
、
68 

％
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
一
方
で
、

公
立
学
校
に
お
い
て
は
既
に
整
備

全
審
連
が
広
域
通
信
制
等
で　
　

要
望
書

文
科
省
に

本
連
合
会
は
全
国
学
力
等
調
査
の

Ｃ
Ｂ
Ｔ
で
の
実
施
に
意
見
書
提
出

毎
年
３
月
は
自
殺

対
策
強
化
月
間

高
校
教
育
改
革
で　

  

第
11
回
Ｗ
Ｇ

４　

月

９
日
に
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し
て
、私
立
は
35
万
円
に
過
ぎ
ず
、

保
護
者
負
担
の
軽
減
の
た
め
に
格

差
の
是
正
を
国
と
県
に
要
望
し
て

い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

◇

　

三
重
県
私
学
総
連
合
会
は
10
月

21
日
、
津
市
内
で
第
59
回
三
重
県

私
学
大
会
を
開
催
し
た
。
梅
村
光

久
・
同
県
私
学
総
連
合
会
長
は
あ

い
さ
つ
で
「
少
子
化
や
新
型
コ
ロ

ナ
は
私
学
経
営
に
大
き
な
影
響
を

与
え
た
。
公
教
育
を
担
う
私
立
学

校
へ
の
助
成
は
今
後
更
な
る
拡
大

が
不
可
欠
だ
と
考
え
て
い
る
」
と

述
べ
た
。

　
　
　
　
　
　

◇

　

長
崎
県
私
立
中
学
高
等
学
校
協

会
と
長
崎
県
私
立
幼
稚
園
・
認
定

こ
ど
も
園
連
合
会
は
10
月
25
日
に

長
崎
市
内
で
第
17
回
長
崎
県
私
学

振
興
大
会
を
開
催
し
た
。

　

菅
沼
宏
比
古
・
同
県
私
立
中
学

高
等
学
校
協
会
長
は
「
私
立
学
校

が
特
色
あ
る
教
育
や
先
駆
的
な
教

育
を
提
供
す
る
た
め
の
環
境
を
整

備
維
持
す
る
こ
と
が
私
立
学
校
の

大
き
な
課
題
で
あ
る
」
と
述
べ
、

教
育
費
の
公
私
間
格
差
是
正
、
保

護
者
負
担
の
軽
減
を
訴
え
た
。

同
県
私
立
中
学
高
等
学
校
連
合
会

長
は
、
同
県
で
年
収
６
２
０
万
円

ま
で
の
世
帯
に
就
学
支
援
金
制
度

の
支
援
が
拡
大
さ
れ
た
こ
と
に
感

謝
の
意
を
示
し
た
。
私
立
小
中
高

校
経
常
費
の
２
分
の
１
助
成
の
達

成
の
促
進
な
ど
５
項
目
の
達
成
を

決
議
し
、
県
総
務
部
長
に
手
渡
し

た
。

　
　
　
　
　
　

◇

　

高
知
県
私
立
中
学
高
等
学
校
連

合
会
と
高
知
県
私
立
中
学
高
等
学

校
保
護
者
会
連
合
会
は
10
月
21
日

に
高
知
市
で
令
和
５
年
度
高
知
県

私
学
振
興
大
会
を
開
催
し
た
。
橋

本
和
紀
・
同
県
中
高
連
会
長
は
、

「
同
じ
私
立
学
校
に
通
っ
て
い
て

も
中
学
と
高
校
で
支
援
に
ギ
ャ
ッ

プ
が
あ
る
」
と
述
べ
、
来
年
度
以

降
も
県
独
自
の
支
援
の
拡
充
を
要

請
し
た
。

　
　
　
　
　
　

◇

　

宮
崎
県
私
立
中
学
高
等
学
校
協

会
と
宮
崎
県
私
立
中
学
高
等
学
校

保
護
者
会
連
合
会
は
10
月
21
日
に

宮
崎
市
内
で
第
42
回
宮
崎
県
私
学

振
興
大
会
を
開
催
し
た
。
後
藤
洋

一
・
宮
崎
県
私
立
中
学
高
等
学
校

協
会
長
が
「
生
徒
一
人
当
た
り
の

支
出
額
が
公
立
１
３
０
万
円
に
対

　

ド
イ
ツ
私
立
学
校
協
会
の
ベ
ル

リ
ン
―
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
グ
地
区

協
会
の
代
表
者
ら
一
行
８
人
が
３

月
19
日
、
本
連
合
会
事
務
局
を
表

県
私
学
協
会
会
長
は
あ
い
さ
つ
で

「
公
私
が
平
等
な
条
件
で
教
育
を

受
け
る
こ
と
が
重
要
で
、
授
業
料

の
完
全
無
償
化
、
施
設
設
備
整
備

費
の
補
助
金
充
実
、
経
常
費
補
助

金
を
全
国
平
均
額
以
上
に
す
る
こ

と
」
の
３
点
を
要
望
し
た
。

　
　
　
　
　
　

◇

　

宮
城
県
私
立
中
学
高
等
学
校
連

合
会
と
宮
城
県
私
立
小
中
高
等
学

校
保
護
者
会
連
合
会
は
10
月
18
日

に
仙
台
市
内
で
第
44
回
宮
城
県
私

学
振
興
大
会
を
開
催
し
た
。
主
催

者
あ
い
さ
つ
と
し
て
松
良
千
廣
・

や
県
、
議
会
等
に
働
き
か
け
て
い

る
か
、
保
護
者
の
負
担
軽
減
の
現

状
な
ど
に
つ
い
て
同
行
し
た
通
訳

を
介
し
て
説
明
、質
問
に
答
え
た
。

　

ド
イ
ツ
の
協
会
で
も
私
立
学
校

に
関
す
る
制
度
等
の
充
実
を
目
指

し
て
、
い
わ
ゆ
る
ロ
ビ
ー
活
動
や

広
報
活
動
、
会
員
校
へ
の
情
報
提

供
等
を
行
っ
て
い
る
と
い
う
。
最

後
に
記
念
品
を
交
換
し
て
、
国
を

超
え
て
私
学
団
体
の
友
好
親
善
を

深
め
た
。

今
の
物
価
高
騰
、
電
気
料
金
の
値

上
げ
な
ど
私
立
学
校
は
厳
し
い
運

営
を
強
い
ら
れ
て
い
る
」と
述
べ
、

私
立
学
校
へ
の
特
段
の
配
慮
を
要

請
し
た
。

　
　
　
　
　
　

◇

　

愛
知
県
私
学
協
会
と
愛
知
県
私

立
中
学
高
等
学
校
保
護
者
会
連
合

会
は
10
月
16
日
に
名
古
屋
市
内
で

令
和
５
年
度
愛
知
県
私
学
振
興
推

進
大
会
を
開
催
し
た
。
榊
直
樹
同

敬
訪
問
し
た
。
今
回
の
来
日
は
、

私
立
学
校
を
巡
る
制
度
や
本
連
合

会
の
組
織
形
態
、行
政
と
の
関
係
、

受
け
て
い
る
補
助
金
等
の
現
状
な

ど
に
つ
い
て
の
情
報
収
集
等
が
目

的
。事
前
の
日
程
調
整
が
つ
か
ず
、

私
立
学
校
を
直
接
訪
問
す
る
こ
と

は
叶
わ
な
か
っ
た
が
、
１
時
間
半

に
わ
た
り
福
井
晶
喜
事
務
局
長
が

日
本
私
立
中
学
高
等
学
校
連
合
会

の
組
織
の
概
要
や
私
学
助
成
財
源

の
確
保
・
拡
充
を
ど
の
よ
う
に
国

　
　
　
　
　
　

◇

　

福
井
県
私
立
学
校
連
合
会
、
福

井
県
私
立
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡

協
議
会
、
福
井
県
私
立
幼
稚
園
・

認
定
こ
ど
も
園
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
は

10
月
14
日
に
福
井
市
内
で
第
10
回

福
井
県
私
学
振
興
大
会
を
開
催
し

た
。
荻
原
昭
人
・
同
県
私
立
学
校

連
合
会
長
は
「
子
供
２
人
以
上
の

世
帯
に
年
収
に
関
係
な
く
高
校
の

授
業
料
が
無
償
化
さ
れ
る
が
、
昨

　

都
道
府
県
の
私
学
協
会
等
は
、

昨
年
秋
を
ピ
ー
ク
に
相
次
い
で
私

学
振
興
大
会
等
を
開
催
し
た
。
そ

の
概
要
を
報
告
す
る
。

　
　
　
　
　
　

◇

　

新
潟
県
私
立
中
学
高
等
学
校
協

会
と
新
潟
県
私
立
中
学
高
等
学
校

保
護
者
会
連
合
会
は
令
和
５
年
10

月
12
日
に
新
潟
市
内
で
令
和
５
年

度
新
潟
県
私
学
振
興
大
会
を
開
催

し
た
。
加
藤
寿
一
・
同
県
私
立
中

学
高
等
学
校
協
会
長
が
「
私
学
な

ら
で
は
の
長
所
を
生
か
せ
る
よ

う
、教
育
活
動
を
進
め
て
い
る
が
、

公
的
支
援
の
更
な
る
充
実
を
期
待

し
た
い
」と
あ
い
さ
つ
で
述
べ
た
。

　
　
　
　
　
　

◇

　

香
川
県
私
立
中
学
高
等
学
校
連

合
会
と
香
川
県
私
立
中
学
高
等
学

校
保
護
者
会
は
10
月
14
日
、
高
松

市
で
第
18
回
香
川
県
私
学
振
興
大

会
を
開
催
し
た
。
香
川
泰
造
・
同

県
中
高
連
会
長
が
あ
い
さ
つ
し
、

「
県
内
で
は
私
立
学
校
志
向
が
強

ま
っ
て
い
る
。
県
独
自
の
入
学
金

軽
減
補
助
制
度
等
の
拡
充
な
ど
を

更
に
お
願
い
し
た
い
」と
述
べ
た
。

各
地
で
私
学
振
興
大
会
を
開
催

ド
イ
ツ
私
学
団
体
が
来
日
、　
　
懇
談

本
連
合

会　

と

令
和
６
年
度

予
算
に
向
け

ドイツの私学団体との懇談会
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『
研
修
』『
広
報
』
を
３
本
柱
と
し

た
私
立
学
校
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
と

し
て
研
究
・
研
修
事
業
を
行
っ
て

い
る
。
先
生
方
の
ご
尽
力
と
事
務

局
の
努
力
に
よ
っ
て
質
の
高
い
研

修
会
を
提
供
で
き
て
い
る
こ
と
に

感
謝
申
し
上
げ
る
」と
挨
拶
し
た
。

平
方
邦
行
・
日
私
教
研
所
長
は

「
私
立
学
校
を
よ
り
良
く
す
る
こ

と
が
我
々
の
使
命
だ
と
言
え
る
だ

ろ
う
。
当
研
究
所
の
発
展
と
皆
様

の
ご
健
勝
を
祈
念
申
し
上
げ
る
」

と
杯
を
上
げ
た
。
近
藤
彰
郎
・
中

高
連
副
会
長
／
東
京
協
会
会
長
は

「
協
力
し
て
私
学
を
守
っ
て
い
く

こ
と
が
わ
が
国
の
教
育
を
守
っ
て

い
く
こ
と
に
繋
が
る
。
こ
れ
か
ら

も
一
同
、
心
を
ひ
と
つ
に
進
ん
で

参
り
た
い
」
と
閉
会
の
挨
拶
を
述

べ
、
盛
会
裡
に
終
了
し
た
。

テ
ー
マ
に
掲
げ
て
お
り
、
演
劇
を 

通
し
た
表
現
教
育
、地
域
連
携
、キ 

ャ
リ
ア
教
育
、開
発
教
育
、フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
、ICT

活
用
、デ
ィ
ベ 

ー
ト
、科
学
史
活
用
、海
外
留
学
、

地
域
資
源
活
用
、学
院
史
、小
論
文

指
導
、自
己
評
価
、心
理
学
、
メ
タ

バ
ー
ス
、
教
員
研
修
、
学
校
教
育

相
談
、
推
測
統
計
等
、
多
岐
に
渡

る
私
学
な
ら
で
は
の
研
究
発
表
と

な
っ
た
。
参
加
者
は
39
名
（
う
ち

来
場
17
名
、ZOOM

視
聴
22
名
）、

報
告
後
の
質
疑
応
答
や
意
見
交
換

を
通
し
て
研
究
員
・
参
加
者
は
新

た
な
研
究
課
題
を
発
見
し
た
。
同

報
告
会
を
校
内
研
修
の
一
環
と
し

て
位
置
付
け
る
学
校
も
あ
る
。

創

立

60

周

年

記

念

感

謝

の

会

開

催

　

創
立
60
周
年
記
念
感
謝
の
会
が

２
月
13
日
、
東
京
都
港
区
・
グ
ラ

ン
ド
ニ
ッ
コ
ー
東
京 
台
場
に
お

い
て
開
催
さ
れ
、
日
本
私
学
教
育

研
究
所
・
日
本
私
立
中
学
高
等
学

校
連
合
会
・
一
般
財
団
法
人
東
京

私
立
中
学
高
等
学
校
協
会
の
役
職

員
等
約
80
名
が
出
席
し
た
。
吉
田

晋
・
日
私
教
研
理
事
長
は
開
会
に

際
し
、「
当
研
究
所
は
昭
和
38
年

８
月
15
日
に
設
立
さ
れ
、『
研
究
』

研
修
等
事
業
は
、
全
国
私
学
教
育

研
究
集
会
大
分
大
会
及
び
地
区

別
・
府
県
別
研
修
会
を
、
③
特
別

研
修
事
業
は
、
英
語
５
技
能
教
育

特
別
部
会
を
北
日
本
・
東
日
本
ま

た
は
西
日
本
の
２
エ
リ
ア
で
開
催

す
る
。
④
初
任
者
研
修
事
業
は
13

地
区
研
修
会
を
、
⑤
若
手
教
員
・

中
堅
教
員
研
修
事
業
は
、
若
手
教

員
全
国
研
修
会
及
び
中
堅
教
員
研

修
会
を
東
日
本
・
西
日
本
の
２
エ

リ
ア
で
実
施
す
る
。
研
修
会
は
ワ 

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
参
加
者
主
体
の

双
方
向
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
教
育
懇
談

会
に
よ
る
交
流
を
盛
り
込
む
。
⑥

研
究
事
業
は
、
委
託
研
究
員
制
度

を
活
用
し
、
年
度
末
に
研
究
成
果

報
告
会
を
行
う
。
次
回
当
会
議
は

12
月
18
日
に
開
催
す
る
。

委
託
研
究
員
研
究
成
果

報

告

会

開

催

　

３
月
９
・
16
日
、
東
京
・
主
婦

会
館
プ
ラ
ザ
エ
フ
に
お
い
て
委
託

研
究
員
研
究
成
果
報
告
会
を
開
催

し
、
全
国
の
私
立
中
高
教
職
員
の

応
募
者
か
ら
選
考
さ
れ
た
30
名

が
、
委
託
研
究
員
と
し
て
１
年
間

の
研
究
活
動
の
成
果
を
披
露
し

た
。今
年
度
は「
探
究
的
な
学
習
の

実
現
を
目
指
し
て
」
を
特
別
研
究

　

一
般
財
団
法
人
日
本
私
学
教
育

研
究
所
は
３
月
12
日
、
東
京
・
ア

ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
に
お
い
て
第

24
回
理
事
会
を
開
催
し
た
。
同
会

議
で
は
、
令
和
５
年
度
４
月
期
か

ら
12
月
期
ま
で
の
収
支
状
況
に
つ

い
て
報
告
後
、
令
和
６
年
度
事
業

計
画
案
、
同
収
支
予
算
案
に
つ
い

て
審
議
し
、
原
案
通
り
承
認
さ
れ

た
。
令
和
６
年
度
事
業
に
つ
い
て

は
、
基
本
的
に
は
令
和
５
年
度
事

業
計
画
の
枠
組
を
踏
襲
し
、
内
容

を
充
実
さ
せ
た
上
で
、
同
規
模
で

実
施
す
る
。
ま
た
、
規
程
の
変
更

等
に
つ
い
て
、
５
月
13
日
に
第
25

回
理
事
会
を
、
６
月
19
日
に
第
13

回
評
議
員
会
を
開
催
す
る
こ
と
が

承
認
さ
れ
た
。

第

29

回

研

究
・

研

修

統

轄

会

議

開

催

　

研
究
・
研
修
統
轄
会
議
が
２
月

13
日
、東
京
・
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ

谷
で
開
か
れ
、
令
和
６
年
度
事
業

の
基
本
方
針
に
つ
い
て
協
議
し
、

全
て
承
認
さ
れ
た
。
①
一
般
研
修

事
業
は
、
私
学
経
営
研
修
会
及
び

専
門
研
修
会
４
部
会
を
、
②
全
国

日
私
教
研
だ
よ
り

第

24

回

理

事

会

開

催

☆令和6年度研修会案内☆【申込受付順次開始予定】
私立学校若手教員全国研修会／私立学校中堅教員研修会

＜東日本・神奈川会場＞
会　期：9月 20 日～ 21 日
会　場：ビジョンセンター横浜（西口）（神奈川県横浜市）
＜西日本・兵庫会場＞
会　期：10 月 11 日～ 12 日
会　場：スペースアルファ三宮（兵庫県神戸市）
全国私学教育研究集会大分大会

会　期：10 月 31 日～ 11 月 1日
会　場：iichiko 総合文化センター iichiko グランシアタ
　　　　ホテル日航大分オアシスタワー、ソレイユ　
　　　　（大分県大分市）
私立学校専門研修会・ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ教育（ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ ･ICT 活用）研究部会

会　期：12 月 12 日～ 13 日
会　場：AP東京八重洲（東京都中央区）

☆令和 6年度研修会案内☆【参加申込受付中】
私学経営研修会

会　期：6月 6日～ 7日
会　場：八幡屋（福島県石川郡石川町）
視察校：学校法人石川高等学校・石川義塾中学校（同）
私立学校専門研修会・教育課程部会

会　期：6月 27日～ 28日
会　場：京都リサーチパーク（京都府京都市）
視察校：立命館宇治中学高等学校（京都府宇治市）
私立学校専門研修会・法人管理事務運営部会

会　期：8月 9日
会　場：ビジョンセンター品川（東京都港区）

★最新の開催情報は

 当研究所ホームページで公開中

写真左は開会に際し挨拶
する吉田理事長
写真上は感謝の会


